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地球温暖化対策に関する中学⽣アンケート調査結果報告書 

１ アンケート調査の概要 

■調査期間 
■調査対象 
■調査⽅法 
■学⽣数 
■回収結果 

︓  令和 5 年 9 ⽉ 6 ⽇〜令和 5 年 10 ⽉ 13 ⽇ 
︓  中学 3 年⽣ 
︓  Web 
︓  207 ⼈ 
︓  有効回収数︓162 件（有効回収率︓78.3 ％） 

 

２ アンケート調査結果 

問１ あなた⾃⾝のことについてお聞きします。（各項⽬あてはまる番号 1 つに○） 

 

■性別                             ■居住地区  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⽣野地区
3.1%

奥銀⾕地区
1.2% ⽷井地区

4.9%

⼤蔵地区
6.8%

和⽥⼭地区
14.2%

東河地区
5.6%

⽵⽥地区
5.6%

梁瀬地区
11.1%

粟⿅地区
1.2%

与布⼟地区
1.9%

中川地区
3.1%

⼭⼝地区
10.5%

無回答
30.9%

n=162

男性
41.4%

⼥性
48.8%

答えたくない
9.9%

無回答
0.0%

n=162
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問２ あなたは、地球温暖化問題に関⼼がありますか。（あてはまる番号１つに○） 

地球温暖化問題への関⼼については、「ある程度関⼼がある」が 48.1％で最も多く、次いで「あまり関⼼がな
い」が 32.7％、「⾮常に関⼼がある」が 10.5％などとなっている。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 3 
あなたは、地球温暖化の影響について不安に感じることがありますか。（あてはまる番号全てに
○） 

地球温暖化の影響による不安については、「猛暑⽇や熱帯夜の増加によって熱中症などの健康被害が発⽣
すること」が 65.4％で最も多く、次いで「集中豪⾬等の増加によって⾃然災害が発⽣すること」が 44.4％、「気
温上昇等によって農林⽔産物の収量減少や品質低下が発⽣すること」が 43.2％などとなっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■その他の主な意⾒ 
 暑くてエアコンの電気代が⾼くなる 
 ⽣きていけるかどうか 
 ⽇本が沈む 
 雪遊びがあまりできなくなる 

65.4%

44.4%

43.2%

32.1%

25.9%

14.8%

3.1%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

猛暑⽇や熱帯夜の増加によって熱中症などの
健康被害が発⽣すること

集中豪⾬等の増加によって⾃然災害が発⽣すること

気温上昇等によって農林⽔産物の収量減少や
品質低下が発⽣すること

野⽣動植物の分布域の変化によって
種の減少・絶滅が発⽣すること

降⽔量や積雪量の変化によって渇⽔が発⽣すること

不安に感じることはない

その他

無回答
n=162

10.5%

48.1%

32.7%

8.6%

0.0%

⾮常に関⼼がある

ある程度関⼼がある

あまり関⼼がない

まったく関⼼がない

無回答

n=162
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問 4 
⼆酸化炭素などの温室効果ガスの排出量から、森林等による吸収量を差し引いて実質ゼロにする
ことを「カーボンニュートラル」といいます。あなたは、「カーボンニュートラル」という⾔葉を知っていました
か。（あてはまる番号１つに○） 

カーボンニュートラルの認知度については、「内容は知らないが、聞いたことはある」が 49.4％で最も多く、次いで
「知らなかった」が 37.0％、「知っていた」が 13.0％となっている。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 5 あなたは、省エネルギーなどに関する取組を⾏っていますか。（各項⽬あてはまる番号１つに○） 

「必ず実施している」及び「たまに実施している」と回答された省エネルギーなどに関する取組については、「⼈が
いない部屋の照明はこまめに消す」が 90.1％で最も多く、次いで「冷蔵庫を開ける時間を短くする」が 81.4％、
「シャワーを使うときは、流したままにしない」が 71.0％などとなっている。 

⼀⽅、「現在実施しておらず、今後も実施するつもりはない」と回答された取組については、「使い捨てのプラス
チック製品の使⽤を控える」が 21.6％で最も多く、次いで「テレビ番組を選び、テレビを⾒る時間を減らす」が
19.1％、「家電製品の主電源をこまめに消したり、⻑時間使わない時はコンセントを抜く」が 17.3％などとなって
いる。 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

64.2%

54.9%

42.6%

32.7%

23.5%

25.3%

20.4%

22.8%

14.2%

25.9%

26.5%

28.4%

35.8%

38.9%

33.3%

29.0%

25.3%

24.1%

4.3%

9.3%

14.8%

15.4%

17.3%

17.9%

27.8%

18.5%

32.1%

2.5%

4.3%

10.5%

8.0%

16.0%

15.4%

17.3%

19.1%

21.6%

1.2%

3.7%
3.1%

8.0%

3.7%

6.8%
3.1%

12.3%

7.4%

1.9%

1.2%

0.6%

0.0%

0.6%

1.2%

2.5%

1.9%
0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⼈がいない部屋の照明はこまめに消す

冷蔵庫を開ける時間を短くする

シャワーを使うときは、流したままにしない

冷房や暖房を適正な温度に設定する

家族が同じ部屋で団らんし、
冷暖房や照明の利⽤を減らす

飲み物はマイボトルに⼊れて持ち歩く

家電製品の主電源をこまめに消したり、
⻑時間使わない時はコンセントを抜く

テレビ番組を選び、テレビを⾒る時間を減らす

使い捨てのプラスチック製品の使⽤を控える

必ず実施している たまに実施している 現在実施していないが、今後は実施したい 現在実施しておらず、今後も実施するつもりはない 該当なし 無回答n=162

13.0%

49.4%

37.0%

0.6%

知っていた

内容は知らないが、聞いたことはある

知らなかった

無回答

n=162
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問 6 
あなたは、地球温暖化対策を⾏う主体について、どのようにお考えですか。（あてはまる番号１つに
○） 

地球温暖化対策を⾏う主体については、「市⺠⼀⼈ひとりがライフスタイルを変えていかなければ解決できないと
思う」が 44.4％で最も多く、次いで「技術の進歩によって解決できると思う」が 26.5％、「⾏政（国や地⽅公共
団体）が責任をもって取り組むべきだと思う」が 21.6％などとなっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

問 7 
あなたは、省エネルギーなどの地球温暖化対策にどの程度取り組んでいきたいと思いますか。（あて
はまる番号１つに○） 

地球温暖化対策への意向については、「⽇常⽣活が不便にならない範囲で取り組みたい」が 53.1％で最も
多く、次いで「何かメリットがあれば取り組んでみても良い」が 30.2％、「⽇常⽣活が多少不便でも、積極的に取
り組みたい」が 11.7％などとなっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.7%

53.1%

30.2%

4.3% 0.6% 0.0%

⽇常⽣活が多少不便でも、積極的に取り
組みたい
⽇常⽣活が不便にならない範囲で取り組
みたい
何かメリットがあれば取り組んでみても良い

ライフスタイルはできるだけ変えたくないので
取り組みたくない
その他

無回答n=162

44.4%

21.6%

6.8%

26.5%

0.6% 0.0%

市⺠⼀⼈ひとりがライフスタイルを変
えていかなければ解決できないと思う

⾏政（国や地⽅公共団体）が責
任をもって取り組むべきだと思う

事業者が責任をもって取り組むべき
だと思う

技術の進歩によって解決できると思う

その他

無回答
n=162
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問 8 
あなたは、省エネルギーなどの地球温暖化対策に取り組みにくい、または取り組まない要因として何
があると思いますか。（あてはまる番号全てに○） 

地球温暖化対策に取り組みにくい、または取り組まない要因については、「具体的に何をしたらよいか分からな
いから」が 49.4％で最も多く、次いで「個⼈で頑張っても、社会全体で⾒るとほとんど変わらないと思うから」が
38.3％、「我慢をして不⾃由な⽣活をするより、便利で快適に⽣活したいから」が 32.7％などとなっている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■その他の主な意⾒ 
 地球温暖化の意味が分からない 
 内閣が動いていない 

 

 

 

問 9 あなたは、地球温暖化問題について学習したいと思いますか。（あてはまる番号１つに○） 

地球温暖化問題の学習意向については、「学習したい」が 48.1％で最も多く、次いで「あまり学習したいと思
わない」が 29.0％、「ぜひ学習したい」が 14.2％などとなっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49.4%

38.3%

32.7%

26.5%

18.5%

17.9%

13.6%

1.2%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

具体的に何をしたらよいか分からないから

個⼈で頑張っても、社会全体で⾒ると
ほとんど変わらないと思うから

我慢をして不⾃由な⽣活をするより、
便利で快適に⽣活したいから

取り組むきっかけがないから

地球温暖化問題を⾝近なこと
として感じていないから

取り組むためには余分なお⾦がかかるから

すでに取り組んでいる

その他

無回答
n=162

14.2%

48.1%

29.0%

8.0%
0.6%

ぜひ学習したい

学習したい

あまり学習したいと思わない

学習したくない

無回答

n=162
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問 10 
※問 9 で「ぜひ学習したい」または「学習したい」を選択した⽅のみ 
あなたは、地球温暖化問題について、どのように学習したいと思いますか。（あてはまる番号 1 つに
○） 

地球温暖化問題の学習⽅法については、「学校の授業や課外活動として」が 57.4％で最も多く、次いで「環
境にやさしい⽣活スタイルを実際に体験する機会を通じて」が 22.8％、「環境学習施設、公共施設、⼯場などの
⾒学を通じて」と「市や地域のイベントなどを通じて」が 8.9％などとなっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57.4%

22.8%

8.9%

8.9%

2.0% 0.0%

学校の授業や課外活動として

環境にやさしい⽣活スタイルを実際に体験する
機会を通じて

環境学習施設、公共施設、⼯場などの⾒学
を通じて

市や地域のイベントなどを通じて

その他

無回答n=101
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問 11 
あなたは、今後、朝来市がカーボンニュートラルの実現に向けて地球温暖化対策を推進していくうえ
で、どのような施策に⼒を⼊れていくべきだと思いますか。（あてはまる番号 3 つに○） 

朝来市がカーボンニュートラルの実現に向けて⼒を⼊れていくべき施策については、「ごみの減量やリサイクルの
促進」が 44.4％で最も多く、次いで「家庭や事業所での省エネルギー対策の促進」が 28.4％、「太陽光発電な
どの再⽣可能エネルギーの導⼊促進」が 27.2％などとなっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.4%

28.4%

27.2%

24.7%

20.4%

18.5%

17.9%

17.3%

9.3%

8.6%

8.0%

6.8%

4.9%

3.7%

1.2%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ごみの減量やリサイクルの促進

家庭や事業所での省エネルギー対策の促進

太陽光発電などの再⽣可能エネルギーの導⼊促進

緑化の推進

電気⾃動⾞、プラグインハイブリッド⾃動⾞などの導⼊促進

森林整備の推進

省エネルギー型の家電製品などの導⼊促進

住宅や建築物の省エネルギー性能の向上

環境教育、環境学習の充実

地球温暖化に関する情報発信の充実

エコドライブの普及

気候変動影響への適応策（既に起こりつつある、あるいは
将来起こりうる影響を回避または軽減するための対策）の検討

公共交通機関の利⽤促進

地球温暖化に関するセミナーやイベントの開催

その他

無回答
n=162
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問 12 
あなたは、省エネルギーなどの地球温暖化対策に取り組むための⼯夫をしていますか。実際に⾏っ
ている⼯夫や、取組を進めるためのアイデアがありましたら、ご記⼊ください。 

■⾃由意⾒ 
 クーラーを使うときはなるべく⼀部屋だけにしている。 
 地球温暖化対策に取り組みやすいように、取り組んだ分だけ何かメリットのある制度を整えるべきだと思います。 
 ⽕をなるべく使わない。 
 ⼆酸化炭素の排出を防ぐ⾞を作る、植物を増やす。 
 朝来市の公共機関で節電 
 ⽔を使うときは、こまめに蛇⼝を閉める。 
 私は普段から電気代などを意識しながら⽣活しています。例えば誰もいない部屋では電気を消したり、エアコン

などをつけるときもよく時間を⾒ながらつけたり⼯夫をしながら⽣活しています。地球温暖化はとても重⼤な問題
だと思います。⼀⼈⼀⼈が節電などを⼼掛ける呼びかけをすると良いと思います。またラジオ放送などでも省エ
ネを意識させるような放送をすると少しは変わってくると思います。あと地球温暖化に対する重⼤さ、どのようなこ
とが起こるかなどをテーマにした講演も⾏えばより地域の⽅の意識も⾼まると思いますが、夏になっても電気代が
⾼いからといってエアコンをつけない⼈もいると思いますが体調を第⼀優先した注意喚起もすると良いと思います。
植物が光合成をするために草引きをしないようにしている。授業などで⽊を植えたらいいと思う。これからも、課
外授業や体験授業など、地球温暖化について学びつつも⾃らこの社会に貢献していきたいです。 

 なるべくコンセントを使ったらすぐに抜くことを⼼掛けています。 
 環境へ配慮をしている。 
 再⽣可能エネルギーをどんどん活⽤する。 
 窓を開けて過ごす。 
 こまめに電気を消したり、熱中症にならない程度でエアコンをつけないようにしている。 
 ポイ捨てをなくしたらいいと思う。もっといろんな家に太陽光パネルを付けたらいいと思う。 
 できるだけ電⼒などを使わないように、使⽤しないときは消している。 
 冷房や冷蔵庫などの電化製品や電気の必要な時だけ使⽤すること。市として省エネの促進や地域の⾼齢者

に(割合が多いため)セミナーをすること。 
 森林を伐採しない。 
 ⼼掛けていることは、部屋の電気をできるだけ消すことと、冷暖房や扇⾵機、こたつなどの電源を使わないとき

は消すことです。取り組んだ⽅がいいことは、地域でもっとクリーン作戦などのボランティア活動の機会を増やした
⽅がいいと思います。 

 リサイクルに取り組んでいる。 
 電気をこまめに消す。 
 責任を持たせる。 
 なるべく、⽣活の中で節電、節⽔などに取り組んでいる。 
 地球温暖化を気にする前に、電気代がかかるので PC を省電⼒なものに変えたり、⽔道代がかかるのでシャワ

ーを流しっぱなしにしないなどの⼯夫をしているので、お⾦がかからなければいいと思ってます。植物が育つのにも
⼆酸化炭素は必要なので、減らしすぎないようにしたほうがいいと思います。 

 植林を進めていくことや、⾃動⾞より徒歩や⾃転⾞を勧めたり（乗れる⼈のみ）が重要だと思います。 
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 いい感じにする。 
 ごみを減らす。 
 ストローやビニール袋などをなるべく使わないようにしている。 
 再⽣可能エネルギーを、積極的に使う︕ 
 もう少し、植物などの緑を増やせばいいと思います。未だに野焼きをする⼈がいるのでやめてほしいです。 
 電気をこまめに消している、エアコンの設定温度に気をつけている、ごみ袋にはごみをぱんぱんに⼊れる。 
 ⼀⼈⼀⼈が CO2 を出さんようにする。 
 家で使わないプラグを抜く、明るいとき、昼などにできるだけ電気を消すことを⼼掛けている。 
 ごみの分別。 
 マックの紙ストローをプラスチックにしてほしいです。 
 ⽔を出しっぱなしにしないこと⼼掛けています。 
 SDGs 
 資源の区別を必ずしている。 
 毎⽇節電はするようにしています︕︕︕︕︕ 
 森の古い⽊を取り除いて新しい⽊を植える。 
 明るいときなどは電気を消すようにしています。リサイクルなどもしっかりしています。 
 使わない部屋の照明や家電製品の電源を切るなどをしています。 
 ごみをなるべく出さないようにしています。アイデアは特にありません。 
 使わない部屋の電気を消したり⽇中は照明の明かりを使わないようにしている。（窓から光を⼊れて明かりを

取っている） 
 ペットボトルや紙などリサイクルできるものは積極的にリサイクルすることを⼼掛けています。 
 何をすればいいのか分からないので、具体案を⽰してください。 
 寒いときは暖房を強めるのではなくて、服を何枚か多く着たら良いと思う。 
 ⾷品ロスを減らす。 節電、節⽔をする。 
 電化製品を使う機会をできるだけ少なくする。 
 ⼆酸化炭素を減らす。 
 暑いときは窓を開けたり⾵通しのいいところに移動する。 
 電気をできるだけ節約する。 
 電気の使⽤を最⼩限に抑えることに取り組んでいます。 
 森林を切らないことを⼼掛けています。 
 使わない部屋の電気はこまめに消すようにしている。 
 家にいないときは家電のコンセントを抜く。 
 使ってない部屋の電気は消します。 
 節電 
 ごみを⾒つけたら率先して捨てるようにしている。できるだけ節約している。ポイ捨てをしないようにする。 
 電気を消すこと。 
 ポイ捨てをしない。 
 出しっぱなしをしないように意識したり、使っていない部屋の電気は消すようにしている。 
 節電、社会⾒学。 
 ポイ捨てしないことを⼼掛けています。 



中学⽣－10 
 

 使っていない家具のコンセントは抜くように⼼掛けています。 
 ごみの分別を最近では⼼掛けています。⽇々暮らしていく中で⼈々の健康を保つために暮らしにもってこいな物

を作る。 
 これから頑張る。 


